







































































































「Andersen の行動モデル（Behavioral Model 


















































































































































産後 4 か月の主観的健康状態 3.0 0.9
同居なし 同居
N % N %
同居・実父母 573 86.4 90 13.6
同居・義理の父母 579 87.3 84 12.7
同居・実きょうだい 639 96.4 24 3.6
同居・義理のきょうだい 648 97.7 15 2.3
同居・子ども 78 11.8 584 88.2






N % N % N %








N % N % N % N %
295 44.5 55 8.3 140 21.1 173 26.1
妊娠・出産期に関連する疾患の罹患
罹った 罹らなかった
N % N %























































切片 -2.94 ** 1.09 -5.08 -0.80 -0.32 0.67 -1.64 1.00
産後 4 か月の主観的健康状態
　　　（1 ＝良くない～ 5 最高に良い）
0.40 0.25 -0.09 0.88 0.53 * 0.23 0.07 0.98
妊娠・出産期に関連する疾患の罹患
　　　（0 ＝罹った、1 ＝かからなかった）
-0.47 0.58 -1.60 0.67 　 0.80＋ 0.45 -0.09 1.69
乳幼児健診の受診状況：ref ＝受診した
　　受診していない 11.87 ** 0.37 11.15 12.60 12.55 ** 0.41 11.74 13.35
　　これから受診する 0.34 1.04 -1.69 2.38 -0.75 0.66 -2.05 0.54
χ2 乗値 5.08 14.18 **
-2 対数尤度 242.76 235.49
Null モデル 247.84 249.67
R2M&Z .43 .48
Cox-Snell .01 .02
**p<.01, * p<.05, ＋ p<.10










に対しカテゴリー数を 2 に指定し K-means 法
を実施し、2 群に群分けを行った。第 1 クラス
ターは標準化得点の平均値が -0.471（N=489）、
第 2 クラスターは標準化得点の平均値が 1.305
（N=174）となった。標準化得点の平均値から


















＝ 0」の 2 値に変換して投入した。
傾向スコアに基づくサンプルマッチングの結














































表 3　傾向スコアマッチング前後の要約統計量「産後 4 ヶ月の主観的健康状態」
full sample matched dample
変数 グループ 不健康 健康 p 不健康 健康 p











































































































full sample matched sample
変数 グループ 罹った 罹らなかった p 罹った 罹らなかった p


























































































































































































































































b SE Z b SE Z
切片 2.98 0.36 8.21 *** 3.47 0.45 7.63 ***
産後 4 か月の主観的健康状態
　　　（0 ＝不健康、1 ＝健康） 0.72 0.62 　  1.15 0.52 0.74 　  0.71
null deviance 103.1 75.3
residual deviance 102.7 74.8
AIC 105.7 78.8
** p<.01, * p<.05, ＋ p<.10
Note b は非標準化偏回帰係数を表す。SE は標準誤差を表す。








b SE Z b SE Z
切片 3.36 0.51 6.60 *** 2.50 0.35 7.22 ***
妊娠・出産期に関連する疾患の罹患
　　（0 ＝罹った、1 ＝罹らなかった） 1.41 1.13 　 1.25 18.06 1621.34 　 0.01
null deviance 48.5 76.6
residual deviance 46.6 63.8
AIC 50.6 67.8
** p<.01, * p<.05, ＋ p<.10
Note b は非標準化偏回帰係数を表す。SE は標準誤差を表す。
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b SE Z b SE Z
切片 1.61 0.77 2.08 * 1.61 0.77 2.08 *
乳幼児健診の受診状況
　　（0 ＝その他、1 ＝受診していない） 18.96 5118.31 0.00 18.96 5118.31 0.00
null deviance 8.31 13.8
residual deviance 10.9 10.8
AIC 10.9 14.8
** p<.01, * p<.05, ＋ p<.10
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（本アンケートについてのご質問：山梨学院ナッジ研究チーム 遠藤清香 ●●-●●-●●［山梨学院短期大学内］） 
Q1. あなたはおいくつですか。 歳
Q2. 現在の状況について、〇をつけてください。（ 妊娠中 ・ 産後 ）
Q3. （妊娠中の方）今回は何人目のご出産ですか。   おおお 人目 
Q4. （妊娠中の方）ご出産予定のお子さまの数を教えてください。 （一人・双子・それ以上）
Q5. （出産後の方）お子様は何人いらっしゃいますか。    おおお 人 
Q6. 現在の家族構成を教えてください（同居している方すべてに〇をつけてください）。 





(ア) 妊娠前について当てはまるもの 1 つに〇をつけてください。
１．正社員 ２．フルタイムの非正規 ３．パートタイムの非正規 ４．雇用なし
(イ) 妊娠の前後について当てはまるもの 1 つに〇をつけてください。
１．妊娠を機に退職 ２．産休・育休中
(ウ) 現在について，当てはまるもの 1 つに〇をつけてください。




５．最高に良い ４．とても良い  ３．良い ２．あまり良くない  １．良くない
Q10. 以下のことで頼れる方はどれくらいいらっしゃいますか。 
(ア) 出産・子育ての心配事を相談できる   っっっっ 人

















３．新聞・雑誌             ４．テレビ CM      ５．ポスター 
６．県・市町村のホームページや広報 ７．ちびっこぷれす（広報誌） ８．Linkids（広報誌） 
９．市町村役場             １０．医療機関
１１．産前産後ケアセンターの電話相談 １２．家族や友人    １３．子育て支援センター
１４．その他（ ） 
Q15. Q14 で「１．知っている」とお答えになられた方にお尋ねします。いつ知りましたか。 














４．料金が高い ５．家族の了解が得られない ６．自分が利用対象と気づかない ７．遠方
８．交通手段がない ９．他の行政サービスを受けた 10．その他（
）
